
 

 

  
 

 「たきのやっ子」輝く！ ～ うれしい知らせが届きました ～ 

 
 

※その他の入賞結果は、 

 手元に届き次第随時 

 紹介させて 

 いただきま 

 す。 

 

 

１２月４日（月）～１０日（日）の「人権週間」 

に先立ち、本校では１日（金）に「人権集会」を  

開催します。代表者による「作文発表」のほか、 

人権標語の紹介と表彰を行います。ネット上での人権侵害やいじめ、障害のある方や高齢者、外

国人等への差別など、私達を取り巻く様々な人権課題について見つめ直す機会になればと考えて

います。人権課題を「自分以外の誰かのこと」ととらえるのではなく、「自分を含めた身近なこ

と」としてとらえ、解決に向けて前向きに取り組む姿勢を育てていきたいです。 

■但馬秋の書写コンクール 審査結果  （以下、敬称略） 

特 選 ３ 年 松岡 知瀬 ※但馬の特選に選ばれるのは、各市郡・各学年４点のみ。昨年度に引

き続き、松岡さんの作品が但馬の特選に選ばれました。１１月２日（木）

～２月２８日（水）までの期間、但馬の小学校を巡回し、「秋の書写コン

クール作品展」として掲示されます。 

建屋小学校の巡回日は、11月２２日（水）の予定です。但馬小学校

の優秀作品が集まる良い機会ですので、よろしければご来校ください。

午後1６時頃までなら鑑賞可能です。(１階・図書室前に掲示) 

その他の入選・佳作作品は、オープン 

スクール期間、学校内に掲示しますので、 

どうぞご覧ください。 

入 選 
1 年 北尾  俊 

５ 年 冨田 康介 

佳 作 

１ 年 太田垣英寿 

２ 年 沖田 惺成 

２ 年 松岡 亮平 

４ 年 沖田 健真 

４ 年 田中 航大 

６ 年 髙橋  凛 

■養父市造形教育展 ■但馬造形教育展 

入 選 

１ 年 小椋 結月 特 選 ５ 年 中島 小夏 

４ 年 阿部 穂花 
入 選 

２ 年 松岡 亮平 

５ 年 川上 瑛太 ３ 年 松田 帆高 

６ 年 森山 遥仁  

■養父市人権標語  審査結果  ※ポスターの部は残念ながら入賞がありませんでした。 

標 語 の 部 作    品 

優秀賞 ６ 年 髙橋 凛 ★わすれない いつも心に おもいやり 

入 選 

１ 年 小椋 結月 ★おとなにしらせよう すぐ たすけよう だれかに いおう 

２ 年 村上 真翔 ★たすけあい ちいさなことから はじめよう 

４ 年 田中 航大 ★なおそうよ つられてしまう その心 

ＰＴＡの部：入選 村上夏美さん ★「それでいいよ」 ひとりひとりが違って あたり前 

～ ふるさとを愛し 自ら学び 未来を切り拓く建屋っ子の育成 ～ 

養父市立建屋小学校 学校だより 

 令和５年 11 月 10 日 Ｎo.1７ 

 

http://www.yabuboard.ed.jp/takin

oya-es 



「子連協」の行事でも、心を一つに大盛り上がり！ 
 

コロナ禍で数年間中止になっていた子連協恒例の「ドッジボール大会」が、「ふれあいスポー

ツフェスティバル」に改まり、競技もニュースポーツ「アジャタ・ボッチャ」に変更され、開催

されました。フェスティバル当日の 11 月５日（日）には、１５名の建屋小学校児童とその家族が

集合し、大会を大いに盛り上げました。他校からの参加者が少なく、複数校で連合チームが編成

される状況のなか、建屋小学校はＡ・Ｂの２チームに分かれて競技しました。本番までに練習会

を２回企画していただいたこともあり、２種目とも「優勝」という好結果でした。（詳しくは

「子連協通信」をご覧ください。） 

 「建屋の子ども達のために」と、練習会の企画から当日の運営まで、労を惜しまずご尽力いた

だいた多田会長をはじめ子連協役員の皆様に心から感謝申し上げます。 
 

 

  

  

 

 

 

 

 
 

  【オリエンテーリング】           【アジャタ】  Ａ・Ｂ両チームとも３分台の好記録 

  

 

  

   

   

  

 

 

 

    【ボッチャ】                 【閉会式・表彰式】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月の生活目標 
 

３分前行動を 

  心がけよう！ 

「精思力践」（せいしりきせん） 

ふかく細
こま

かく思い、 

力いっぱい実践
じっせん

すること。 

 

黒
枝
豆
の
さ
や
ぼ
り
（
全
校
生
） 

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
（
低
学
年
） 

学校以外の場所で、子

ども同士や保護者同士

が交流する機会をもてる

のは、大変貴重なことで

す。特に、建屋小学校の

ような小規模校の場合は

なおさらです。ＰＴＡ活動

や子連協の活動が活発

に行われ、子ども達が生

き生きと活動できている

ことに感謝しています。 


